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○ 展示のねらい 

自給飼料増産を推進するためには、優良品種の導入による単収向上が有効なことから、現地

での有効性を実証し普及啓発の一助とする。 

 

展示内容 イタリアンライグラス奨励品種(タチマサリ)と対照品種(さつきばれ)を担当農家慣

行法により栽培し、収量等の比較を行う。 

 

○ 主な成果 

 タチマサリ さつきばれ 

１ 播種期 

２ 播種量 

３ 施肥量 

４ 草 丈 

５ 倒 伏 

６ 生草収量 

７ 乾物収量 

10/15 

３㎏/10a 

牛ふん堆肥２ｔ/10a 

110ｃｍ 

なし 

３．８  t/10a 

０．８３t/10a 

10/15 

３㎏/10a 

牛ふん堆肥２ｔ/10a 

105ｃｍ 

なし 

３．２  t/10a 

０．６４t/10a 

 
(タチマサリ)              (さつきばれ) 

 

○ 今後の方向性 

「タチマサリ」は収量が高く、倒伏も少ない優良品種であるを実証できたことから、今後、

広く普及・広報に努め、栽培面積を拡大していく。 

 

イタリアンライグラス優良品種の現地実証 

要約 

日光市においてイタリアンライグラス優良品種｢タチマサリ｣を10月15日播種し、

翌年５月１日に収量調査を行ったところ、草丈 110cm、生草収量 3.8t/10a、乾物収

量 0.83t/10a と高収量を確保できた。 

実施機関 ： 上都賀農業振興事務所経営普及部   実施場所 ： 日光市 

問合せ先 ： 栃木県農政部経営技術課技術指導班 TEL 028-623-2322  FAX 028-623-2315 

（様式） 


